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敦

延
事
四
年
十
月
十
目
、
執
政
の
諸
大
夫
等
を
蓮
池
亭
へ
召
さ
れ
、
酒

傑
を
賜
は
り
け
る
に
‘
各
詩
歌
を
奉
り
け
る
。

陪

公

安

敬

賦

前

悶

直

天
際
雲
晴
登
a
玉
蜜
吋
金
披
闘
裏
影
俳
街
。
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陪
従
侍
臣
賜
品
酒
杯
↓

利

見

里
村
法
橋

母昌

弱

《ずぜ

露
痛
に
染
め
し
御
闘
の
も
み
じ
葉
は

け
ふ
ひ
と
し
ほ
の
色
や
添
へ
け
ん

活

本

政

多

首

闘
っ
民
ゆ
た
か
怠
る
世
の
秋
を
経
て

残
る
紅
葉
の
色
ぞ
増
さ
れ
る

蓮
池
の
御
舎
に
よ
め
る

友
が
ら
す
そ
れ
も
う
か
れ
て
鳴
く
夜
牟
に

と
・
は
ど
や
よ
そ
の
月
も
と
そ
す
め

弘
化
四
年
二
月
廿
七
日
に
‘
ニ
，
丸
御
臭
よ
り
蓮
池
亭
へ
入
ら
せ
ら

れ
‘
御
宿
師
森
快
安
を
も
て
、
歌
準
れ
と
の
仰
せ
ご
と
あ
り
し
ゅ
ゑ
、

藩
の
後
遺
々
取
段
ち
‘
今
様
布
の
堀
端
・
な
る
濃
見
亭
一
亭
の
み
僅
に

残
れ
り
。
.
故
に
此
の
小
亭
に
は
穏
衆
作
の
手
水
石
な
ど
今
に
あ
り
。

此
の
小
亭
を
松
雲
公
の
時
、
治
轡
あ
り
し
蓮
池
亭
の
如
く
い
へ
る
は

非
た
り
ο
鷲
務
中
は
務
公
の
遊
観
所
に
て
、
容
は
模
花
を
貧
し
‘
夏

は
納
涼
せ
ら
れ
‘
秋
は
月
を
貸
し
‘
各
は
零
を
貸
し
‘
印
象
の
詠
め
‘

此
の
境
内
に
備
れ
り
。
中
に
も
大
織
と
mmす
る
濃
見
亭
の
向
た
る
湯

布
は
、
貨
に
園
中
の
美
観
と
い
ふ
ぺ
し
。

。
程
乗
屋
敷

此
の
地
は
蓮
池
内
に
て
、
中
頃
作
事
所
を
置
か
れ
し
後
ま
で
倫
程
乗

屋
敷
と
一
宮
へ
り
。
但
し
俗
陀
テ
ン
ジ
ヤ
ウ
屋
敷
と
呼
ぺ
り
。
テ
シ
ジ

ヤ
ウ
は
1

程
乗
の
呼
ぴ
"
繰
り
左
り
。
三
州
志
来
図
概
覧
附
録
に
‘
程

乗
第
は
蓮
池
の
内
に
て
.
故
作
事
所
の
有
り
た
る
も
此
の
底
た
り
と

云
ふ
。
良
彫
後
藤
程
来
光
昌
金
海
へ
来
る
毎
に
、
此
の
第
中
に
寓
居

す
。
故
に
此
の
遺
名
あ
り
と
云
ふ
。
一
設
に
は
.
瑞
穂
公
慰
み
の
篇

め
に
、
天
ジ
ヤ
ウ
と
云
ふ
異
国
人
を
此
の
所
に
置
か
せ
ら
る
。
依
っ

て
天
ジ
ヤ
ウ
第
と
-E
ふ
と
あ
り
。
按
や
る
に
、
瑞
龍
公
慶
長
中
明
の

儒
者
主
伯
子
を
召
し
、
金
.
府
に
置
か
せ
ら
る
h
事
共
の
設
あ
り
。
今
越

中
高
岡
瑞
龍
寺
院
‘
和
人
の
壷
け
る
騰
の
扉
風
十
六
枚
に
.
主
伯
子

金
滞
古
蹟
志
港
丸

ひ
と
つ
御
闘
の
う
ち
か
と
ぞ
見
ゆ

右
の
外
に
も
.
倫
あ
る
べ
け
れ
ど
、
今
聞
き
得
た
る
一
二
首
を
記
載

す
。
官
問
景
周
の
蓮
池
考
に
も
、
延
享
四
年
十
月
十
目
、
議
徳
公
此

の
亭
に
於
て
、
年
寄
衆
横
山
賀
林
・
本
多
政
昌
・
前
問
直
制
約
・
奥
村
修

古
.
四
人
紅
葉
見
物
を
命
ぜ
ら
れ
、
嘉
三
郎
君
の
御
詠
歌
及
び
年
寄

衆
の
詩
歌
あ
り
。
同
月
十
三
日
・
十
九
日
に
も
、
迫
々
見
物
命
ぜ
ら
れ

た
り
。
是
よ
り
後
年
に
も
、
折
々
か
h

る
事
あ
れ
ど
も
震
に
略
す
。

と
い
へ
り
。
右
境
内
は
寛
文
以
前
よ
り
の
庭
地
に
て
、
松
・
楓
の
古

木
子
v
今
集
生
し
、
公
関
内
に
て
の
風
景
い
は
ん
か
た
た
し
。
綱
紀
卿

の
鑑
笹
せ
し
め
ら
れ
し
殿
閣
は
‘
貧
騎
九
年
四
月
十
日
の
火
災
記

K
.
蓮
池
の
御
亭
延
焼
と
あ
り
て
、
此
の
時
悉
く
鎗
亡
す
と
い
へ
ど

も
.
共
の
後
再
諮
の
拳
な
く
.
僅
に
庭
中
な
る
爆
見
，
亭
・
高
，
亭
・
内

橋
亭
・
舟
，
亭
‘
此
の
凶
つ
の
小
亭
を
建
築
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
是
も
厳

四

よ
み
て
邸
中
り
け
る
。

仰
ぐ
て
ふ
け
ふ
ぞ
初
め
て
御
間
生
の

松
の
み
ど
り
も
深
き
め
ぐ
み
を

か
ぎ
り
た
き
詠
め
に
つ
ど
〈
梅
山
も

有

政

質

方

書
賛
あ
る
も
の
遺
存
す
。
叉
金
府
の
.
陵
商
師
津
間
豹
阿
揃
.
嘗
て
所
蔵

の
金
扇
闘
に
山
水
を
重
き
、
題
詩
も
有
っ
て
甚
だ
逝
逸
・
疋
り
。
共
の
絡

に
、
日
本
鹿
長
某
年
某
月
大
明
王
伯
子
寓
加
陽
抜
舎
題
と
書
き
た

り
。
共
の
扇
面
の
金
色
も
.
甚
だ
古
色
た
り
し
が
今
は
た
し
。
叉
金

部
販
襲
所
中
屋
彦
右
衛
門
家
に
も
.
二
十
四
孝
の
盤
の
賛
を
伯
子
肉

書
す
る
扉
風
あ
り
。
盤
は
狩
野
元
信
と
云
ふ
。
此
の
外
古
輩
郎
の
手

に
在
っ
て
往
々
見
る
も
の
四
五
度
に
及
ぶ
。
多
く
は
式
紙
の
大
き
さ

程
に
.
語
勢
勇
批
の
一
雨
伺
を
書
き
た
る
の
み
に
て
、
会
詩
の
も
の

を
見
る
事
た
し
。
と
い
へ
り
。
平
次
按
宇
る
に
‘
天
ジ
ヤ
ウ
と
云
ふ

異
園
入
居
た
り
と
の
一
一
誌
に
撮
っ
て
、
天
ジ
ヤ
ウ
は
若
し
く
は
王
伯

子
を
い
へ
る
に
や
と
の
考
按
友
る
ぺ
け
れ
ど
、
彼
の
一
訟
は
、
程
衆

屋
敷
を
俗
K
-プ
シ
ジ
ヤ
ウ
屋
敷
と
呼
べ
る
故
に
附
合
せ
し
も
の
な
る

べ
し
。
金
城
深
秘
録
民
、
程
乗
は
御
率
御
用
久
敷
相
勤
め
‘
石
の
手

水
鉢
に
彫
物
な
ど
設
し
置
き
た
り
。
六
地
械
を
彫
り
置
き
た
る
も
の

今
に
有
v
之
と
云
ふ
。
今
此
の
石
鉢
は
、
尾
山
紳
枇
の
境
内
へ
移
し
あ

り
。
按
宇
る
に
‘
後
藤
程
乗
は
、
利
常
卿
の
時
の
人
に
て
‘
拾
築
名

言
記
K
.
後
藤
程
一
策
伺
公
仕
る
。
利
常
様
の
御
前
へ
罷
出
で
け
る
に
、

替
る
事
は
・
泣
き
か
と
御
尊
被
v
成
吋
る
に
‘
云
々
と
申
上
け
る
な
ど
見

五




